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研究成果の概要（和文）：血液がん患者に対して運動と栄養介入のリハビリテーションの効果を調べるために、
ランダム化比較試験を実施した。対象は運動介入のみ群7名、運動+栄養介入群8名とした。評価は入院時と入院
後3ヶ月に筋力（握力、膝伸展筋力）、持久力、筋肉量、簡易栄養状態、倦怠感、QOLを測定した。運動療法は持
久力・筋力増強運動を1日20分、週6日間実施した。栄養介入は、栄養補助食品を1日2本摂取した。運動+栄養介
入群の膝伸展筋力は入院時に比べ入院3ヶ月後も維持できていたものの、運動介入のみ群は低下しており交互作
用が認められた（p<0.05）。握力、持久力、筋肉量、MNA,QOLに関しては両群間での有意差を認めなかった。

研究成果の概要（英文）：We examined the effects of exercise and nutritional intervention in patients
 with hematological malignancies. The 15 subjects were devided into 7 patients with the exercise 
intervention only and 8 patiens with the exercise + nutrition intervention. Muscle strength (grip 
strength, knee extension strength), endurance, muscle mass, simple nutritional status, malaise, and 
QOL were measured at the admission and 3 months after admission. Exercise consisted of endurance and
 muscle strengthening training for 20 minutes a day, 6 days a week. Nutrition intervention used two 
supplements a day. In the exercise + nutrition intervention group, knee extension strength was 
maintained 3 months after admission compared to the admission. However, there were no significant 
differences between the two groups in terms of grip strength, endurance, muscle mass, MNA, and QOL.

研究分野： リハビリテーション

キーワード： リハビリテーション　運動　栄養　がん　血液がん　腫瘍　理学療法
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では血液がん患者において下肢筋力増大がみられたことから運動と栄養介入による一定の効果があったと
考えられる。その一方で、握力や倦怠感、QOLでは有意差を認めていない。今回はサンプル数が少なく介入期間
も短かったため十分な効果が得られなかった可能性がある。今後はサンプル数を増やし、介入期間を伸ばすこと
で、長期的にどのような効果が得られるのか検討する必要があると考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



1． 研究開始当初の背景 

 血液がん患者において栄養状態とリハビリテーション効果の関連を調査した報告はなく

不明な点が多い。化学療法中の血液がん患者は食欲不振による低栄養状態を呈することが

多くみられるため、リハビリとともに栄養補助療法を行うことは効果的な介入方法になる

可能性がある。 

 

2． 研究の目的 

本研究の目的は、血液がん患者に対して活動量を向上させる運動療法に栄養療法を加え

たリハビリプログラムを開発し、体力や QOL の向上を図ることである。 

 

3.研究の方法  

（１） 研究デザイン 

化学療法を受ける血液がん患者を「運動のみ群」と栄養補助食品による栄養介入と運動介

入を合わせた「介入群」の 2群にランダムに分け、化学療法開始前から 3ヶ月後の身体機能

と QOL、栄養状態、倦怠感を調査する前向き介入研究である。 

（２） 対象者 

2019 年 11 月から 2021 年 3 月までの間、北福島医療センターにて化学療法と運動療法を

受けた 15名（男：6名、女 9名）を対象とした（表 1）。除外基準は、運動器疾患や脳血管

疾患等により身体機能評価に影響を及ぼす患者、合併症により身体機能評価が困難な患者、

精神疾患やその他の合併症によりアンケートに返答できない患者、担当医が研究への参加

を不適切と判断した患者、本研究への同意が得られなかった患者とした。さらに、嚥下機能

に障害があり栄養補助食品を接種できない患者、eGFR が 40ml/min/1.73m2 未満の患者およ

びビタミン D製剤を常用している患者、乳と大豆にアレルギーを示す患者とした。 

（３） 方法 

【運動介入】全対象者に対して、筋力
増強運動、持久力運動を週 6日、1日
1回 20 分間実施した。 
【栄養介入】栄養補助食品は、(株)ク
リニコ社製のリハたいむゼリー図1(1
パック 100kcal、タンパク質 10g、
BCAA2,500mg)とし、運動後と任意の時
間帯に 1日 2回摂取する。また、リハ
たいむゼリーは 3 種類の味があるた
め、患者の嗜好に合わせて提供した。
また、化学療法の休薬期間に一時退院
する際も次回の入院までに必要な個
数を患者へ提供して 1 日 2 本摂取し
てもらった。 
評価時期 



入院時と入院 3ヶ月後（3M 後）に評価を実施した。 
評価項目 
筋力（握力・膝伸展筋力）、持久力、筋肉量（In Body S10）、簡易栄養状態評価表（Mini 

Nutritional Assessment 以下、MNA）、倦怠感（Brief Fatigue Inventory 日本語版）、QOL
（SF-36v2 日本語版）を評価した。 

（４） 統計処理 

介入群と運動のみ群の基本情報の比較は、対応のない t検定を用いた。なお性別に関し
ては Fisher の正確確率検定を実施した。各群の測定項目は、反復測定の二元配置分散分析
を用いて実施した。なお、筋力は体重比にて算出した。データ解析には、SPSS（ver27.0）
日本語版を使用し、有意水準は 5%未満とした。 
 
4.研究成果 
2 群間において、右膝伸展筋力は介入群が初回 42.7±15.8％、3 か月後 44.8±14.7％、

運動のみ群は初回 47.3±11.9％、3 ヶ月後 40.1±13.5％であり、交互作用が認められた
（p<0.05）（表 2）。その他の項目に関しては有意な差を認めなかった。倦怠感および QOL
は、2群間において有意な差を認めなかった（表 3）。 
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